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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本ガス石油機器工業会（JGKA）

から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経

て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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Standard use conditions, standard acceleration mode and test conditions for 
domestic gas combination water heating and hydronic heating appliance 

 

序文 

暖房兼用のガス瞬間湯沸器が“ガス事業法”のガス用品又は“液化石油ガスの保安の確保及び取引の適

正化に関する法律”の液化石油ガス器具等に指定され，これに伴い，“消費生活用製品安全法”の長期使用

製品安全点検制度の特定保守製品の対象に指定されている半密閉式及び密閉式のガス瞬間湯沸器に，暖房

兼用のものを含める改正があった。 

この規格は，特定保守製品のうち，半密閉式及び密閉式のガス瞬間湯沸器の暖房兼用のもの（以下，ガ

ス温水熱源機という。）について，標準的な使用条件の下で使用した場合に安全上支障がなく使用すること

ができる標準的な期間としての設計標準使用期間を設定するための標準使用条件，標準加速モード及び試

験条件について規定したものである。 

なお，加速試験のための本来の稼働時間の耐久性を確認できない部品については，別途部品ごとに確認

する必要がある。 

 

1 適用範囲 

この規格は，ガスを燃料とする，ガス温水熱源機の設計標準使用期間を定めるときに用いる標準使用条

件，標準加速モード及び試験条件について規定する。 

この規格は，次のガス温水熱源機に適用する。 

a) 半密閉式及び密閉式のガス給湯暖房機 

b) 半密閉式及び密閉式のガスふろ給湯暖房機 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS S 2071 家庭用ガス温水機器・石油温水機器の標準使用条件及び標準加速モード並びにその試験条

件 

JIS S 2072 家庭用ガスふろがま・石油ふろがまの標準使用条件，標準加速モード及び試験条件 

JIS S 2091 家庭用燃焼機器用語 

JIS S 2093 家庭用ガス燃焼機器の試験方法 

 

 


